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菊地功大司教 メッセージ

｢先生、わたしたちがおぼれてもかまわないのですか｣

マルコ福音に記されているこの弟子たちの叫びは、現在のわたしたちの叫びでもありま
す。世界中の人が、新型コロナ感染症と、それに伴う社会経済活動の停滞の中で、いの
ちと生活の危機にさらされている現在、まさしくわたしたちは、荒波に翻弄される船の
中に取り残されたような思いであります。

荒れ狂う波風を鎮められた主は、「なぜ怖がるのか。まだ信じないのか」と語りかけます。
すなわち、この自然界をコントロールしているのは、人間ではなくて、創造主である神
であることをイエスは明確にします。ヨブ記にも、世界を創造したのは神であって、そ
れを支配しているのも神の権威であることが記されていました。

わたしたちは、科学や技術が発達しても、人間の知恵と知識には限界があることを、自
然災害などを通じてたびたび思い知らされてきました。歴史に必ず刻まれるであろう今
回の事態も、やはりわたしたちの知恵と知識には限界があることを明確にし、この世界
を支配する神に祈り求め、叫び続けることの重要さを肌で感じさせています。

人間の限界を超えた出来事がなぜ起こるのかは、わかりません。しかしながら、わたし
たちにはその理不尽さの中にあっても、神に祈り求めると同時に、出来ることを懸命に
果たしていく務めがあります。弟子たちも、イエスを起こして声をかけるまで、ただあ
きらめて荒波に翻弄されていたわけではなく、なんとか船をコントロールしようと力を
尽くしていたことでしょう。

パウロは、そういうわたしたちに対して、「キリストの愛がわたしたちを駆り立てていま
す」と、コリントの教会への手紙に記し、キリストのために生きるようにと促します。
キリストのために生きるわたしたちは、その愛に駆り立てられて、キリストのように行
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動する事を求められます。

キリストの愛に駆り立てられ、キリストのように生きようとするとき、神の似姿である
人間の尊厳が、ないがしろにされるような事態が、この困難な状況の中で頻繁に起こる
ことを⾒逃すことは出来ません。疑⼼暗⻤の中で不安に駆られる人の⼼は、どうしても
安⼼を求めて利己的になってしまいます。自分のいのちの危機を感じ取るほど、他者へ
の寛容さはたやすく忘れられてしまいます。そんな中で社会にあって異質な存在は、排
除の対象となってしまいます。教皇フランシスコは、2018 年の難⺠移住者の日のための
メッセージに、「あらゆる旅人がわたしたちの扉を叩くたびに、それはイエス・キリスト
との出会いの機会になる」と記し、その上で、「受け入れ、保護、支援、統合」という四
つの行動が重要だと呼びかけました。

わたしたちは、この困難のなかにあっても、助けを必要とする人たちに⼼を向け、｢受け
入れ｣、｢保護」し、｢支援｣しながら、社会全体へと｢統合｣しようとしているでしょうか。

かつて 20世紀の終わりころ、国連が提唱する｢人間の安全保障｣の重要性を説いて、国際
社会で高く評価されていたのは日本政府でした。武力による安全保障ではなく、一人ひ
とりの人間の尊厳を守ることで、世界の安全を確立しようと、政府は国際社会に呼びか
けていました。残念ながら人間の尊厳が等しく守られる社会の実現への道は、まだまだ
遠い道程だと感じさせられます。

不安な事態の中で恐れ悩んでいるわたしたちは、神のはからいに信頼して祈り求めなが
らも、同時にキリストの愛に駆られて、賜物であるいのちが守り抜かれるように、行動
していきましょう。


